
基本展示室のヤジリ関係資料
　あいち朝日遺跡ミュージアム企画展「ヤジリの考古学」に御来場いただきありがとうございます。
　ミュージアムの基本展示室の模型、映像、展示品にも、ヤジリ（鏃）や弓矢に関する資料を展示してい
ます。ぜひ企画展と合わせて御覧下さい。
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12-1  弓矢による狩り
　  　 （クローズアップ模型「山・森での活動」）

12-2  弓矢を用いた戦い
 　 　 （クローズアップ模型「防御施設と戦い」）

12-3  弓矢を用いた戦い
 　　  （クローズアップ模型「防御施設と戦い」）

あいち朝日遺跡ミュージアム展示室案内図

～あいち朝日遺跡ミュージアム企画展～

最寄り駅
名鉄名古屋本線 新清洲駅より徒歩約22分
東海交通事業城北線 尾張星の宮駅より徒歩約９分

施設駐車場の数には限りがあります。
駐車場が満車の場合、清洲公園駐車場に駐車できます（午後５時45分まで）。



表紙：朝日遺跡クローズアップ模型「防御施設と戦い」から（本館基本展示室） 3-1～3：本館撮影

はじめに
　今回の企画展では、狩りや戦いに用いられてきた弓矢に着目し、矢の先端に付けられた「ヤジリ（鏃）」
を取り上げます。朝日遺跡からは1000点を超える石鏃（石のヤジリ）が出土しています。
　手の平に乗る小さな石器には、細かな加工が施され、その端正なデザインには土器とは違った魅力が
あります。ヤジリ（鏃）は石だけでなく、木、骨角、金属など様 な々材質で作られてきました。また、朝日遺
跡では矢を射出する弓も出土しています。
　本企画展では、本館及び愛知県埋蔵文化財調査センター（弥富市）が所蔵する縄文時代から戦国時
代までの出土品から、主なヤジリ（鏃）に関する資料を展示し、その変遷、技術を紹介します。
　また、ヤジリ（鏃）や弓について知るための参考資料として、南山大学の調査団がパプアニューギニア
で収集した弓矢に関する民族資料も展示します。

　ヤジリ（「鏃」あるいは「矢尻」とも表記されま
す）は、矢の先端に取り付けられ、対象に突き刺
さる部分です。矢は弓とセットで用いられます。
弓矢は、人間が生み出した飛び道具としては、投
槍に次いで歴史のある道具です。石で作られた
ヤジリは石鏃と呼ばれます。他にも骨角製の骨
鏃、木で作られた木鏃、金属で作られた銅鏃、鉄
鏃など、さまざまな材質のヤジリ（鏃）が作られて
きました。

　旧石器時代後期から縄文時代初期には、先端
が尖った石器として、木葉形尖頭器（3-2）や有舌
尖頭器（3-3）などがみられますが、これらは槍先
として用いられたものと考えられています。縄文
時代草創期にはより小さな尖頭器である石鏃
（3-1）が出現し、やがて木葉形尖頭器や有舌尖
頭器に代わって、日本列島に広く普及していきま
した。これらの石器は、主に動物を対象とした狩
猟具として発達しました。縄文時代の初期は、寒
冷な気候が温暖化へと向かい森林が発達して
いった時期です。旧石器時代に棲息していたナ
ウマンゾウやオオツノジカといった大型の哺乳類
は絶滅し、森林の発達とともにニホンジカ、イノ
シシ、キツネ、ノウサギなど中小型の動物が繁殖
していきました。これらの動物を対象とした狩猟
具として、弓矢が出現、発達していったと考えら
れています。縄文時代に用いられた石器として、
石鏃は最もメジャーな石器となっていきました
（4-1）。
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・本書は2024年4月27日から6月23日まで、あいち朝日遺跡ミュージアム  
で開催する企画展「ヤジリの考古学」の展示パンフレットである。
・掲載資料には、本企画展で展示されていないものもある。
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・掲載写真及び図の出典は頁下に記した。
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・本書の執筆・編集は、原田幹が行った。
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2-1  遺跡地図

3-1 出現期の石鏃　八王子遺跡
　　（縄文草創期／愛知県埋蔵文化財調査センター蔵）

3-2 木葉形尖頭器　川向東貝津遺跡
　　（縄文草創期／愛知県埋蔵文化財調査センター蔵）

3-3 有舌尖頭器　惣作・鐘場遺跡
　　（縄文草創期／愛知県埋蔵文化財調査センター蔵）

32

伊吹山

大台ヶ原山

八剣山

宮川

揖斐川

熊野川

由良川
琵琶湖

富士山

天城山

八ヶ岳

甲武信岳

金峰山

蓼科山

雲取山

北岳

仙丈ヶ岳岳

塩見岳

空木岳

赤石岳

聖岳

光岳

恵那山

荒川

多摩川

大井川

相模川

淀川

大和川

富士川

南アルプス

浅間山

千曲川

諏訪湖

立山

剱山

槍ヶ岳

穂高岳
常念岳

薬師岳
黒岳

乗鞍岳

御嶽山

犀川

北アルプス

白馬岳

白山

荒島岳

神通川

黒部川

庄川

谷川岳

苗場山

妙高山
燧ヶ岳

白根山

至仏山

天竜川

矢作川

木曽川

長良川

九頭竜川

男体山

相模湾

東京湾

中禅寺湖

三浦半島

木曽駒ヶ岳

伊豆半島

紀伊半島

石廊崎御前崎

大王崎

潮岬

伊勢湾

三河湾

渥美半島

志摩半島

知多半島

越前岬

若狭湾

富山湾

浜名湖
駿河湾

飛騨川

常願寺川

小矢部川

手取川

北川

野洲川

梯川

鶴見川

吾妻川

菊川

豊川

庄内川

鈴鹿川

雲出川

櫛田川

安倍川

狩野川

赤城山

大島

三宅島

伊豆諸島

太平洋

津

大津

京都

大阪 奈良

東京

横浜

甲府

静岡

長野
富山

金沢

前橋

宇都宮

名古屋

岐阜

福井

東北自動車道

関越自動車道

北陸自動車道

長野自動車道

東海北陸自動車道

中央自動車道

中央自動車道

東名高速道路

阪和自動車道

近畿自動車道

さいたま

34ºN

35º

36º

136ºE 137º 139º138º

1

9

2

3

4

8

5

7

6

はちおう じ

もく ゆう

せき ぞく

ぜつ

せん とう き

よう けいせん とう き

かわ

さく かね ばそう

むきひがしがい つ



4-1 打製石鏃　八王子遺跡
　　（縄文／愛知県埋蔵文化財調査センター蔵）

5-1 朝日遺跡出土石器実測図

5-2 ◎打製石鏃 朝日遺跡　　左3点：チャート、中3点：下呂石、右上2点：サヌカイト、右下1点：黒曜石
　　（弥生／本館蔵）

弥生時代のヤジリ
　稲作農耕が普及していった弥生時代になっても、ヤジリ（鏃）は主要な道具として使われていました。一
方で、弥生時代に石鏃が大型化する傾向が指摘されてきました。
　佐原真は、弥生時代中期の近畿地方で石鏃の大型化が進行したことを指摘し、軽く小さな石鏃から長
く重い石鏃への変化を、弓矢が狩猟具から戦闘用の武器へと変質していったと説きました。朝日遺跡な
ど愛知県の弥生時代の遺跡でもこの傾向はうかがうことができ、長さ3cmを超える長大な石鏃が見られ
るようになります（5-1）。朝日遺跡で最大の石鏃は、長さ7cmにも達する大きなものです。
　弥生時代にどのような戦いが行われていたのかは不明な点も多くありますが、武器とみられる石器の
他、楯などの防具も出土しています。また、朝日遺跡では逆茂木・乱杭等の多重防御施設が発掘されてい
ます。あいち朝日遺跡ミュージアムの基本展示室のクローズアップ模型「防御施設と戦い」では、弓矢を主
要な武器として戦闘の様子も再現しています。

　東海地方では、先端に段をもち身の平面が五角形を呈する有
茎の打製石鏃が作られていました。なかでも、長さが３cmを超
える大きなものは、朝日遺跡の名を冠し、「朝日型長身鏃」と呼ば
れています。石材は、下呂石、チャートの他、近畿地方のサヌカイ
トも用いられています（5-2）。

4-1：本館撮影 5-1：山崎他2011を一部改変、5-2：本館撮影
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6-1 ◎磨製石鏃　朝日遺跡
　　（弥生／本館蔵）

6-2 ◎木鏃　朝日遺跡
　　（弥生／本館蔵）

7-1  ◎骨鏃　朝日遺跡
　 　（弥生／本館蔵）

7-3  銅鏃　石座神社遺跡
　　 （弥生／愛知県埋蔵文化財調査センター蔵）

　ヤジリ（鏃）のなかには、材質をこえて、そ
の形を模倣したとみられるものがあります。
写真6-3左は朝日遺跡出土の骨鏃ですが、
その形は写真6-3右の朝日型長身鏃にそっく
りな姿をしています。平面的な形ばかりでな
く、先端部から身中程までの外縁に鋸歯状
のギザギザが施されているのも、打製石鏃
の剝離を意識した加工といえるでしょう。
　この他、銅鏃の一部にみられる三稜鏃に
よく似た形態の木鏃や骨鏃などもあります。

　石鏃のなかには、まれに先端部が磨
り減って丸みを帯びているものがありま
す（7-5）。顕微鏡で拡大すると、回転に
よって生じた無数の線状の痕跡が確認
できます（7-6）。これはヤジリの先端を
使って別の作業、例えばキリ（錐）として
孔をあける作業などに用いられたことを
示しています。穿孔作業には、石錐と呼
ばれる別の石器が用いられましたが、そ
の石材は下呂石やチャートなど打製石
鏃の石材と共通しており、場合によって
石鏃が石錐に転用されたとみられます。

6-3 ◎骨鏃と打製石鏃
　　朝日遺跡（弥生／本館蔵）

7-5  ◎錐に転用された打製石鏃　朝日遺跡
　　 （弥生／本館蔵）　※◎右3点

7-6  使用痕顕微鏡写真

石鏃を模した骨鏃コラム キリに転用されたヤジリコラム

7-2  ◎銅鏃　朝日遺跡
　 　（弥生／本館蔵）

7-4  鉄鏃　吉竹遺跡
　 　（弥生／愛知県埋蔵文化財調査センター蔵）

6-1～3：本館撮影 7-1～5：本館撮影、7-6：愛知県埋蔵文化財センター 2007

様々な材質のヤジリ
　朝日遺跡では、様 な々材質のヤジリ（鏃）が
使われていました。石鏃は、先にみた打製石
鏃の他に、磨いて作られた磨製石鏃（6-1）も
あります。この他、木で作られた木鏃（6-2）、
動物の骨や角を素材とする骨鏃（7-1）があり、
身の形の違いや茎が長く突出するものなど、
石鏃以上に形のバリエーションが豊富です。
また、青銅製の銅鏃（7-2）も、金属が使われ始
めた弥生時代ならではの資料です。本企画展
では、新城市石座神社遺跡の銅鏃（7-3）、同
吉竹遺跡の鉄鏃（7-4）を紹介しています。
　こうしてみると、弥生時代は最も多様なヤジ
リ（鏃）が作られていた時代といえるかもしれ
ません。
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8-1 ◎シカの骨に刺さった石鏃
　　朝日遺跡（弥生／本館蔵）

8-2 CT画像から復元した石鏃

8-3 復元された狩りの様子
　　（朝日遺跡クローズアップ模型「山・森での活動」）

9-1 墓坑から出土した石鏃 朝日遺跡
　　（弥生／本館蔵）

9-3 弓 朝日遺跡
　　（弥生／本館蔵）

9-4 ◎弭 朝日遺跡
　　（弥生／本館蔵）

ゆはず部の拡大

9-2 石鏃が出土した方形周溝墓

人を射ったヤジリか？コラム

8-1：本館撮影、8-2：山崎他2011、8-3：あいち朝日遺跡ミュージアム 9-1・3・4：本館撮影、9-2：愛知県埋蔵文化財センター1991

シカの骨に刺さった石鏃
　弥生時代中期の貝層から出土した、ニホンジカ
の第6腰椎骨には、チャート製の打製石鏃が刺さっ
ていました（8-1）。
　石鏃の大部分は骨の中に貫入しており、全体の
形は不明でしたが、X線CT装置で撮影・計測した
ところ、その全体像を知ることができました（8-2）。
復元された石鏃は、現存長18.5mm、幅11.5mmの
小型の五角形鏃であること、矢はシカの右斜め前
方からほぼ水平に打ち込まれたことがわかりまし
た。また、石鏃の先端部は骨の中で折れており、片
方の側縁と茎が欠損していることもわかりました。
おそらく矢が刺さった際（及び矢が抜けた際）の衝
撃によって破損したとみられます。なお、石鏃は脊
髄までは達しておらず、石鏃を覆うように骨増殖が
進んでいることから、この矢傷は致命傷とはなら
ず、シカはしばらくの間生きながらえたようです。
　この資料は、石鏃が狩りの場で用いられた実際
の状況を知る貴重な事例です。

　あいち朝日遺跡ミュージアム基本展示室のク
ローズアップ模型「山・森での活動」には、石鏃が
刺さったシカの骨の分析結果から復元した狩りの
シーンが再現されています（8-3）。獣道を歩くシカ
の斜め前、木の陰から弓を構えた狩人の姿があり
ます。狩人の目線から模型をのぞくと、ちょうどシ
カの姿が見えるので、ぜひ探してみてください。

　朝日遺跡の方形周溝墓SZ175の墓坑
とみられる土坑から、約10点の石鏃が出
土しました（9-1・2）。副葬品として供えら
れた可能性もありますが、出土位置はバ
ラバラで、先端や身が欠損したものもみ
られます。人骨が残っていないため確定
はできませんが、矢を何本も射込まれた
人が埋葬されていたのかもしれません。

　弓は矢を射出する器具です。朝日遺跡から出土している弓には、全長が
150cmを超える比較的大型のものと50～80cm短い短弓がみられます
（9-3）。材はイヌガヤ、マユミなどの弾力のある材の他、スギやマツなども
使われています。弓の両端は、弦をかけるための段などの加工が施されて
います。また、出土品には鹿角製のゆはず（弭）もみられます（9-4）。

弓とゆはず

1cm欠損部の推定復元
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10-1 鉄鏃 松崎遺跡
　  　（古墳以降／愛知県埋蔵文化財調査センター蔵）

左　10-2 骨鏃 松崎遺跡
　　　　  （古墳以降／愛知県埋蔵文化財調査センター蔵）
右　10-3 銅鏃 朝日遺跡
　　　　  （古墳／本館蔵）

10-4 鉄鏃 清洲城下町遺跡
　　  （戦国／愛知県埋蔵文化財調査センター蔵）

11-1 弓　パプアニューギニア民族資料
　　 （現代／南山大学人類学博物館蔵）

ゆはず部の拡大

11-2 矢とヤジリ　パプアニューギニア民族資料
　　 上2点：竹製、下2点：鉄製
　　 （現代／南山大学人類学博物館蔵）

11-3 矢と矢筒　パプアニューギニア民族資料
　　  （現代／南山大学人類学博物館蔵）10-5 火縄銃の弾 石座神社遺跡

　 　（戦国／愛知県埋蔵文化財調査センター蔵）

10-1～5：本館撮影 11-1～3：本館撮影

11

古墳時代以降のヤジリ

弓矢から鉄砲へ
　戦国時代に鉄砲が伝わると、飛び道具の主
体は弓矢から鉄砲へと移り、戦いや軍のあり方
を大きく変えました。鉄砲の役割が注目された
のが、1575年に新城市で起こった長篠の戦い
です。新城市石座神社遺跡、同島田陣屋遺跡
では、火縄銃の弾とみられる直径11～12mmの
鉛玉が出土しています（10-5）。弓矢から鉄砲へ
の歴史を物語る歴史資料の一つです。

　古墳時代以降もヤジリ（鏃）は使われますが、
古墳の副葬品などをのぞけば、遺跡からの出土事
例はそれほど多くはないでしょう。古墳時代以降
のものとして、東海市松崎遺跡で、鉄鏃と骨角製
のヤジリが出土しています（10-1・2）。朝日遺跡か
ら出土した銅鏃の一つは、身に十字形の鎬があり
ます（10-3）。弥生時代の包含層から出土したとさ
れますが、その形から古墳時代前期のものとみら
れます。また、戦国時代とみられる鉄鏃は、新城
市島田陣屋遺跡や清須市清洲城下町遺跡に出土
例があります（10-4）。

　1964年に南山大学の東ニューギニア（パプア
ニューギニア）調査団によって収集された民族資
料の弓矢です。20世紀前半まで実際に使用されて
いたものですが、考古資料では断片的にしかみる
ことができない、弓、矢を総合的に知ることができ
ます。弓は先端のゆはず部が加工され、竹の樹皮と
みられる弦がかけられています。矢の先端には、
木、竹、鉄などのヤジリ（鏃）が用いられています。
矢とヤジリをつなぐソケット状の部分には、彫刻な
ど細かな装飾を施したものもあります。また、収集
資料には、矢を入れる矢筒もあります。これらパプ
アニューギニアの民族資料は、考古資料を考えるう
えでも、貴重な情報を提供してくれます。

民族資料の弓矢 ～パプアニューギニア
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